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D 123
レッグ・ウォーマーの保温効果

　　一皮膚温に及ぼす影響の個人差に注目してー

被　服　177

　　　　大阪教育大　○井樺美喜子　　今村律子　　奥窪朝子

【目的】　レッグ・ウォーマー（&.下ＬＷ）は、主としてバレエ・ダンスの練習時に着用

されてきたが、最近では靴下と共に、下肢部の保温用として一般に販売されている。L w

は着脱・携帯が容易でかつ、靴下類と比較して履き方（被覆部位・面積など）が自由であ

るなどの利点が多いと考えられる。しかし、L wの保温効果にについての報告はほとんど

見あたらない。そこで本研究では. L wの着用実験を行い、皮膚温に及ぼす影響の個人差

に注目して、保温効果の検討を試みた。

【方法】　被験者は、健康な女子学生５名。予備室(23℃）において。快適と感じる衣服

を着用し、皮膚温の安定を確認した後、I8℃及び20℃の環境下で、ＬＷ着用時と非着用時

に各40分間椅座安静で実験を行った。各被験者について、繰り返しは3回実施した。供試

ＬＷはアクリル・ナイa ン・毛混である。測定項目は、皮膚温16点、舌下温、全身及び局

所温冷感・快適感である。さらに、個人差の検討のため、局所冷却実験を行っ戈。あわせ

て皮下脂肪厚、冬期におけるかぜ罹患率及び着衣習慣などの個人要因を測定、調査した。

【結果】　①ＬＷ着用により、全被験者ｔ下腿部(被覆部）・足背及び平均皮膚温が有意

に高値となった。また、手背・大腿・腰部の皮膚温が有意に高い被験者もあり、ＬＷの保

温効果が個人によって有意に異なるという結果が得られた。②L wの着用による皮膚温へ

の波及効果が小さい被験者は、波及効果の大きい被験者と比べ、各部位の快適皮膚温の下

限が低く、耐寒性の関与が示唆された。③被覆部位の違いについては、足首などの部位を

覆うことで、より大きな保温効果が得られることがわかった。

D 124　　サーモグラフィにおける撮影面の角度誤差

　　　　文化女子大学　　　　　田村　照子. o鄭　恩朱

目的。　サーモグラフィは、物体からの放射エネルギー量( w ）を検出し、W＝E・o ･T‘

の関係式から表面温度（Ｔ）を求めて可視画像を構成する方法である。その測定誤差につ

いては、従来、o即ち物体表面の放射事が問題とされ、また演者らは先に、三次元物体表

面の温度情報を二次元表面に投影することによる情報の損失について指摘した。本研究は

これに続き、皮膚温測定時に観測される人体エッジの低温像が人体の局所平均皮膚温に及

ぼす影響を明らかにし、この低温像の原因と考えられる撮影面の角度誤差について、検討

しようとするものである。

方法。　1 .平板発熱体を　0°～:Ｈ°:まで10°間隔|で撮影し、撮影角度・温度間の関係を

検討する。　2 .サーマル・マネキンを　0°から　180°まで30°間隔に回転させて撮影し

、マネキン上のso点の温度と回転角度との関係を検討する。　3 .人体をli部位に分割し

て撮影し、そのサーモグラム上で指定枠内背景温度削除法を用いて求めた局所平均皮膚温

の誤差について検討する。

結果。　1 .平板発熱体上の温度は、撮影角度80°～90°:で最も高く. 40°:までは徐々に

低下する。 30°ia.下では30°;-0. 7 ℃. 20° :-0. 8 ℃、10° ;-l. 9 ℃、0° :-3. 3 ℃と急激

に低下した。また、この変化は、撮影距離によっても異なり、距離が小さくなるにつれて

角度による誤差が小となった。　2 .サーマルマネキン上の各部位の皮膚温はマネキンの

回転につれて0.6 ℃内外変化する。3 .各部の局所平均皮膚温の誤差は気温の低下と共に

大となり、特にエッジの多い手などでは真値より著しく低温を示すことが示された。


